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会
社
を
退
職
す
る
と
、

職
場
の
健
康
保
険
は
資
格

を
喪
失
し
ま
す
が
、
継
続

し
て
二
カ
月
以
上
、
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
こ
と
を
条
件
に
、
社
会

保
険
を
任
意
継
続
す
る

か
、
ま
た
は
新
た
に
国
民

健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
す
る
か
、
選
択
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
た
場
合

の
国
保
税
（
料
）
額
は
、

市
町
村
に
よ
っ
て
税
率
な

ど
に
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
加
入
予
定
者
全
員
の

人
数
・
前
年
の
所
得
額
・

当
該
年
度
の
固
定
資
産
税

に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま

す
。

な
お
、
会
社
を
退
職
し

た
場
合
、
前
月
分
ま
で
の

保
険
料
は
、
退
職
月
の
給

料
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す

が
、
新
た
に
国
保
に
加
入

し
た
場
合
、
加
入
月
の
保

険
税
（
料
）
は
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
に

は
、
原
則
と
し
て
、
加
入

者
が
会
社
か
ら
発
行
さ
れ

る
「
資
格
喪
失
証
明
書
」

と
印
鑑
（
認
印
）
を
持
参

し
、
市
町
村
の
担
当
窓
口

に
申
請
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

（
市
町
村
）

【
問
題
】
月
の
途
中
で

国
保
に
加
入
し
た
場
合
、

そ
の
月
の
保
険
税
（
料
）

は
、
新
旧
両
方
の
保
険
を

支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
○
か
×
か
。

（
正
解
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の

中
に
） 【

正
解
】
×
。
月
の
末

日
に
加
入
し
て
い
る
保

険
に
支
払
い
ま
す
。

Ｃ
さ
ん
%
(
の
母
親
&
'

は
都
心
で
一
人
暮
ら
し
。
オ

ー
ト
ロ
ッ
ク
式
の
玄
関
の
あ

る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
最
上
階
に

暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
安
全

面
で
は
全
く
心
配
な
い
と
Ｃ

さ
ん
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
日
、
泥
棒
に
入

ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

泥
棒
は
、
屋
上
か
ら
侵
入

し
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
で

狙
わ
れ
る
の
は
一
階
や
二
階

の
低
層
階
だ
と
Ｃ
さ
ん
は
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
屋
上
か

ら
降
り
る
こ
と
の
で
き
る
最

上
階
も
危
険
な
の
で
す
。

Ｃ
さ
ん
は
早
速
、
母
親
の

自
宅
ベ
ラ
ン
ダ
に
防
犯
セ
ン

サ
ー
「
屋
外
形
セ
ン
サ
ラ
イ

ト
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
人

な
ど
の
動
き
を
感
知
す
る

と
、
光
が
点
灯
し
音
が
鳴
る

防
犯
設
備
で
す
。

光
は
、
威
嚇
を
目
的
と
し

た
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
イ
ト
と
い

う
強
い
光
の
も
の
が
主
流
で

す
。
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
日
常
的

に
利
用
す
る
場
所
に
設
置
す

る
場
合
は
、
目
に
優
し
い
蛍

光
ラ
イ
ト
を
選
ぶ
こ
と
も
で

き
ま
す
。
点
灯
時
間
は
短
く

て
五
秒
、
長
く
て
五
分
で
、

長
さ
は
調
整
可
能
で
す
。

音
は
泥
棒
を
驚
か
す
た
め

の
ア
ラ
ー
ム
音
で
、
近
所
に

も
非
常
事
態
を
知
ら
せ
て
く

れ
ま
す
。
音
の
鳴
る
時
間
は

約
三
十
秒
で
、
音
の
大
き
さ

は
調
整
可
能
で
す
。
二
回
だ

け
鳴
る
チ
ャ
イ
ム
音
に
変
更

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

防
犯
セ
ン
サ
ー
は
、
ほ
か

の
商
品
も
あ
り
ま
す
が
、「
屋

外
形
セ
ン
サ
ラ
イ
ト
」
は
防

水
加
工
の
た
め
、
雨
に
ぬ
れ

て
も
安
心
な
商
品
で
す
。
ま

た
、
感
電
な
ど
へ
の
対
策
と

し
て
変
圧
器
を
付
け
、
安
全

性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
設

置
の
際
に
電
気
工
事
の
必
要

が
な
い
の
も
特
長
で
す
。

防
犯
セ
ン
サ
ー
の
価
格
は

一
万
円
前
後
が
主
流
で
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
庭
電
化

製
品
の
量
販
店
で
購
入
で
き

ま
す
。
設
置
す
る
際
は
、
近

所
に
も
一
声
か
け
、
そ
の
存

在
を
知
っ
て
お
い
て
も
ら
う

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
屋
外
形
セ
ン
サ
ラ
イ
ト
」

の
問
い
合
わ
せ
は
「
Ｄ
Ｘ
ア

ン
テ
ナ
株
式
会
社
」
!
０
７

８
・
６
８
２
・
０
０
０
１
。

（
下
開
千
春
・
第
一
生
命
経

済
研
究
所
研
究
員
）
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光と音で泥棒威嚇

税
金
ク
イ
ズ
の
答

保
険
料
の
支
払
い

退
職
後
は
２
通
り

県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協

会
（
通
称
・
と
ち
ぎ
難
聴
）

は
、
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考

え
る
「
第
二
十
一
回
耳
の
日

記
念
の
集
い
」を
二
十
九
日
、

宇
都
宮
市
中
央
一
丁
目
の
同

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
十
階

で
開
く
。

初
め
て
の
試
み
と
な
る
参

加
者
同
士
の「
討
論
会
」と
、

恒
例
の
無
料
相
談
を
行
う
。

聴
覚
障
害
者
や
、
そ
の
家
族

ら
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。「

集
い
」
は
毎
年
、
三
月

三
日
の
「
耳
の
日
」
に
ち
な

ん
で
開
催
し
て
き
た
。

従
来
は
講
演
会
が
中
心
だ

っ
た
が
、
今
年
は
「
補
聴
器

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

要
約
筆
記
者
を
つ
け
て
、
五

人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
う
討
論
会
形
式
を
採
用
す

る
。同

協
会
は
「
補
聴
器
を
使

っ
て
も
聞
こ
え
な
い
な
ど
不

安
や
い
ら
だ
ち
を
感
じ
た
と

き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を

皆
で
考
え
る
こ
と
で
問
題
解

決
の
参
考
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
し
て
い
る
。

無
料
相
談
で
は
、
難
聴
や

補
聴
器
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
。
聴
力
測
定
も
行
う
。

無
料
相
談
の
受
け
付
け
は

午
前
十
#
同
十
一
時
ま
で
、

討
論
会
と
交
流
会
は
午
後
一

#
同
四
時
ま
で
。
討
論
会
の

参
加
費
は
昼
食
付
き
で
千

円
、
昼
食
な
し
は
五
百
円
。

昼
食
付
き
参
加
の
希
望
者
の

み
、
二
十
六
日
ま
で
に
申
し

込
む
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
同
協
会
事
務
局
!
０
２
８

５
・
５
１
・
１
３
２
５
、
フ

ァ
ク
ス
０
２
８
５
・
５
１
・

１
３
２
６
、
郵
便
は
〒
３
２

７
$
０
１
０
４
、
佐
野
市
赤

見
町
一
一
五
八
。

２９
日
に
!
耳
の
日
"
集
い

補補聴聴器器テテーーママにに討討論論会会
宇都宮 無料相談、聴力測定も

新
生
児
の
聴
覚
検
査
（
難
聴
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
で
難
聴
の
早
期
発
見
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
が
、
難
聴
と
診
断

さ
れ
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
大
田
原
市
の
国
際
医
療
福
祉
大
言
語
聴
覚
セ
ン

タ
ー
（
新
美
成
二
セ
ン
タ
ー
長
）
の
熊
埜
御
堂
（
く
ま
の
み
ど
う
）
浩
医
師
は
「
補
聴
器
や
人
工
内
耳
を
付
け
た
後

も
、
言
語
聴
覚
士
ら
に
よ
る
定
期
的
な
訓
練
や
検
査
は
欠
か
せ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
三
月
三
日
は
耳
の
日
。

◇
「
耳
の
日
」
無
料
相
談

日
本
耳
鼻
咽
喉
（
い
ん
こ

う
）
科
学
会
栃
木
県
地
方
部

会
は
、
「
耳
の
日
無
料
相
談

会
」
を
、
三
月
三
日
午
前
十

一
時
か
ら
宇
都
宮
市
宮
園
町

の
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
四
階

で
開
催
す
る
。

聴
力
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り
、

中
耳
炎
な
ど
の
耳
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
県
内
の
耳
鼻

咽
喉
科
医
師
三
人
が
相
談
に

応
じ
る
。
受
け
付
け
は
午
後

三
時
半
ま
で
。
直
接
会
場

へ
。

熊
埜
御
堂
浩
医
師

ベ
ラ
ン
ダ
、
玄
関
、
駐
車
場
な
ど
泥
棒
の
侵
入
口
と
な

り
そ
う
な
場
所
に
設
置
で
き
る
屋
外
形
セ
ン
サ
ラ
イ
ト

"
"
"
"
"
"
"
"
"

３月３日
#耳の日$
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熊
埜
御
堂
医
師
に
聞
く

国
際
医
療
福
祉
大

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー

難
聴
に
欠
か
せ
ぬ
訓
練

補
装
具
着
装
後
定
期
的
に

２１ #""$年（平成１６年）#月#$日（火曜日） 第３種郵便物認可

難
聴
と
診
断
さ
れ
る
と
、

早
け
れ
ば
生
後
六
カ
月
を
過

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
補
聴
器
の

装
用
が
検
討
さ
れ
始
め
る
。

二
歳
以
上
に
な
る
と
、
補
聴

器
で
も
聞
こ
え
な
い
高
度
難

聴
の
場
合
は
、
耳
の
中
の
蝸

牛
（
か
ぎ
ゅ
う
）
に
電
極
を

埋
め
込
ん
で
聴
神
経
を
直
接

刺
激
す
る
「
人
工
内
耳
」
の

適
応
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
補
聴
器
や
人
工
内

耳
な
ど
の
補
装
具
を
着
け
る

だ
け
で
は
、
話
し
言
葉
も
物

音
も
混
在
し
て
聞
こ
え
る
の

で
、
意
味
を
理
解
す
る
ま
で

に
は
至
ら
な
い
。

そ
の
た
め
「
う
ま
く
使
う

た
め
の
練
習
」
が
必
要
に
な

る
。特

に
言
葉
を
学
ぶ
前
の
難

聴
児
は
、
そ
の
後
の
言
葉
の

発
達
に
影
響
す
る
の
で
、
早

め
の
対
応
が
肝
心
だ
。

幼
児
に
対
し
て
は
、
言
葉

と
物
音
を
聞
き
分
け
る
た
め

の
聴
能
活
用
、
小
学
生
に
な

る
と
、
鏡
を
見
て
口
を
動
か

し
発
音
を
学
ぶ
構
音
訓
練
な

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
訓
練

を
行
う
専
門
家
が
言
語
聴
覚

士
だ
。

訓
練
の
頻
度
は
発
達
の
程

度
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
言
語

聴
覚
士
に
よ
る
訓
練
と
同
時

に
、
医
師
の
診
察
と
医
学
的

な
検
査
や
評
価
、
発
達
に
合

わ
せ
た
補
装
具
の
調
整
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
理
想
的
だ
と

い
う
。

難
聴
児
に
対
す
る
対
応
と

同
時
に
重
要
な
の
が
、
家
族

へ
の
支
援
だ
。
熊
埜
御
堂
医

師
は
「
難
聴
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
け
で
将
来
が
閉
ざ
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
言
語

聴
覚
士
と
医
師
と
が
と
も
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
言
語
が

発
達
す
る
可
能
性
は
大
い
に

あ
る
」
と
呼
び
掛
け
て
い

る
。同

大
の
言
語
聴
覚
セ
ン
タ

ー
は
、
言
語
聴
覚
士
と
医
師

が
一
体
で
訓
練
や
検
査
に
当

た
る
、
日
本
で
も
数
少
な
い

専
門
施
設
。

難
聴
児
の
親
へ
の
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い

る
。言

語
聴
覚
士
は
、
聴
覚
や

言
語
機
能
な
ど
の
障
害
に
対

す
る
訓
練
や
指
導
を
行
う
専

門
家
で
、
一
九
九
七
年
成
立

の
言
語
聴
覚
士
法
に
基
づ
く

国
家
資
格
。


